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は
じ
め

に

　

中

世
浄
土

教
に

お
い

て
、

念
仏

聖

を

率
い

て
一

つ

の

集

団
を

な
し
た

祖
師
と
し

て
、

明

遍

と

法
然
が
い

る
。

両
者
の

活
動
期
は

、

重

源
の

東

大

寺
復
興
勧
進
の

時
点
で

あ

り
、

周
辺

に

多
く

の

念
仏
聖
が

存
在
し

て

一

つ

の

集
団
を

形

成

し
て

い

る
。

明
遍
の

念
仏

信
仰
を

語
る

際
に

は
、

法

然
と

の

交
流
が

強

調
さ
れ

、

関
連

す
る

念
仏

法
語
も

確
認
さ
れ

る
。

法
然
の

専
修
念
仏

集
団
と

高

野
聖

の

存
在
は

、

中
世
の

浄
土

教
伝
播
の

】

翼
を

担

う
存
在
で

あ

る

が
、

そ

の

頭

目
と

さ

れ

る

両

者
の

念
仏

に

は
、

法
然
が

明
遍
に

影
響
を

あ

た

え
た

側
面
と

相
反
す
る

思

想
的
な
意

　
　
　
　
　
　（
1

）

義
が

確
認
さ

れ

る
。

本
稿
で

は
、

両
者
の

念
仏

思

想
の

本
質
を
探

り
、

そ
の

特
質
を

探
っ

て

み

た
い

。

一

　

明
遍
の

立

場

　

明
遍
と

法
然
の

関
係
は

、

諸
種
の

法
然
伝
か

ら

相
互

の

関
係
を

見
る

こ

と

が
出
来
る

が
、

法
然
の

念
仏

義
を

も
っ

て
、

浄
土

教
に

帰
入
し
た

か

は

不
明
で

あ
る

。

確
か

に

『

散
心

問
答
』

に

お
け
る

両
者
の

法
語
に

み

え

る

よ

う
に

、

明
遍
の

浄
土

教
に

お
い

て

法
然
の

影
響
は

少
な

く
な

い

で

あ

ろ

う
。

し

か

し
、

『

法
然
上

人

行
状
画
図
』

か

ら

み

え
る

、

明
遍

が

法
然
を
信

奉
す
る

姿
に

は
、

い

く
ら
か

の

双
方
の

念
仏
信
仰
の

隔

た

り
を

示
唆
す
る

興
味
深
い

記
述
が

み

え
て
い

る
。

僧
都
ひ

と
へ

に
上

人
の

勘
化
を
仰
信
し

、

ふ

た

心
な
か

り
け

れ
ば、

上

人
の

滅

後
に
は

か

の

遺
骨
を
一

期
の

あ
ひ

だ
頸
に

か

け
て
、

の

ち
に
は

高
野
の

大
将
法

印
鰔
倉
右

幕
下

鹹

相
伝
せ

ら

れ

け
り

。

籠
山
三

十
年
の

あ
ひ

だ
、

朝
に
は

自
誓
戒

、

舎
利
講

、

夕
に

は

臨
終
の

行
儀
を

修
し、

惣
じ

て

六

時
の

同
音
念

仏、

日
々

夜
々

に

を
こ
た

る

事
な
し

。

他
の

た
め
に

は、

人
の
・

ぞ
み
に

し
た

が
ひ

て
、

顕
密
の

法
門

を
談
ぜ

ら

れ
け
れ
ど

も、

自
行
に

は
一

向
称
名
の

ほ
か

他
事
を

ま

じ
へ

ず
。

長
斎
持
戒
に

し

て
、

草
庵
を

い

つ

る
こ

と

な
し

。

練
行
と

し
ふ

り

て
、

薫
修
日

あ
ら
た

な
り

。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（
『

法
伝
全
』

七
九

頁
〉

明
遍
は

、

法
然
を

讃
仰
し

滅
後
に
は

そ

の

遺
骨
を

首
に

か

け
、

自
行
と

し

て

は

朝
に

自
誓
戒
と

舎
利

講
、

夜
は

臨
終
行
儀

、

ま

た

六

時
に

わ

た
っ

て

同
音
念

仏
す
る

こ

と

を
欠
か

し

た

こ

と

が

な
い

と
い

う
。

こ

こ

一 50　一



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

か

ら

は
、

戒

律
護
持、

舎
利

信
仰
と
い

う
信
仰
の
一

端
が

伺
え

、

法
然

の

専
修
念
仏
で

は

な

く
、

南

都
浄
土
教
の

立

場
に
あ
る

こ

と

を
注
意
し

た
い

。

ま
た

、

自

行
に

は
一

向

称
名
以
外
の

他
事
を

ま
じ
え
な
い

と

し

て

も
、

望
ま
れ

れ

ば

顕
密
の

法
門
を

談
ず
る

と

い

う
。

「

蓮
華
谷

ノ

云
成
茸

専
修

ノ

行
者
→

後
不
レ

修
−

余
行
づ

但
シ

当
山

三

密
ノ

地
ヵ

故
二

思
ヨ

地
ノ

為
コ

ト

公

事
づ

弥
陀

ノ

供
養
法
一

座

勤
払

之
」

（
『

浄
全
』

一
一

巻
、

入
九

頁）

と

し
て

、

専
修
の

行
者
と

成

り
な

が

ら

も
密
教
の

弥
陀
供

養
法
を

修
し

た

と
い

う

明
遍
の

立

場
は

、

専
修
と

し
つ

つ

も
、

な
お

も
顕

密
の

行
法
を

否
定
す

る

こ

と
の

な
い

立
場
を
垣

間
見
る

こ

と
が
出
来
る

で

あ

ろ

う
。

　

先
に

示
し
た
よ

う
に

、

明
遍
は

舎
利
信
仰
や

戒
律
護
持
と
い

う
、

南

都
・

高

野
山
系
の

浄
土

聖
の

流
れ

を

汲
ん

で

い

る
。

法
然

伝
の

大
原
問

答
は

、

明
遍
の

立

場
は
一

様
に

「

光

明
山
寺
明

遍
」

と

記
さ

れ
、

一

心

寺
所
蔵
の

『

一

行
一

筆
阿
弥
陀

経
』

に

お
い

て

も
、

光
明
山

寺
聖
の

冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2）

頭
に

明
遍
の

名
が

記
さ

れ

て

い

る
。

ま
た

濱
田

隆
氏
は

、

明
遍
関
与
の

遺
品
と

さ
れ
る

蓮
華
三

昧
院

蔵
の

阿
弥
陀
如

来
像
図
は

南
都
の

智
光

曼

荼
羅
を

系
譜
を

引
く

も
の

で

あ
る

と

し
、

観
察
念
仏
の

礼
拝
対
象
と

指

　
　
　
（

3）

摘
さ

れ
た

。

明
遍
の

念
仏
信
仰
は
、

法
然
の

薫
陶
を
受

け
つ

つ

も
、

そ

の

本
質
に

は

南
都

浄
土

教
の

流
れ
を
逸

脱
す
る

も
の

で

は

な
い

。

で

は

次
に

、

両
者
の

念
仏
に

お

け
る

具
体
的
な
相
違
点
を
示
し

た
い

と

思

う
。

法
然
と

明
遍
の

念
仏

（

伊
　
藤
）

二

　
法
然
と

明
遍
の

念
仏

（

一
）

観
察
念
仏

　

先
の

「

散
心
念
仏
」

と
い

う
法
語
は

、

末
代
悪
世
の

衆
生

が
、

ど

の

よ

う
に

生
死
を

離
れ

る
こ

と

が
出
来
る
の

か

と
い

う
明
遍
の

問
い

に

対

し

て
、

法
然
は

「

南
無
阿

弥
陀
仏
と

申
し

て

極
楽
を

期
す
る

ば

か

り
こ

そ
し

得
つ

べ

き

事
を

存
じ
て

そ

う
ら
へ

」

と

し

て

称
名
念

仏
の

道
を

示

し

た
。

し
か

し

明
遍
は

「

…

念
仏
は

申
し

そ

う
ら

え
ど

も

心
の

散
る

を

ば
い

か

が

し

そ

う
ろ

う
べ

き
」

と

し

て

逆
に

質
問
し

た
。

す
る

と

法
然

は
、

「

散
れ

ど

も

名
を
称
す
れ

ば

仏

願
力
に

乗
じ

て

往
生

す
べ

し
と

こ

そ

心

得
て

そ

う
ら
へ

」

と

し
て

、

心
が

散
り
乱
れ

た

ま
ま
で

の

念
仏
を

唱

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

4）

え
る
こ

と

を

す
す
め

、

明
遍

も
そ
れ

に

納
得
し

た

と

い

う
。

こ

こ

に
、

共
通
の

念
仏
観
を

有
し
て

い

る

こ

と

が

み

え
る

。

し
か

し
、

良
忠
の

『

伝

通
記
』

に

は
、

蓮
華

谷
ノ

云

立
勃

ハ

三

昧
ノ

名
→

約
玖

其
ノ

本

意
雪

法
華
三

昧
理

趣
三

昧
等
皆
以

如
け

此

念
仏

ノ

一

行
通
コ

於
定
散

己

於
レ

中
定
心
以
コ

最
勝
サ

ル

ヲ

故
且

ク

従
け

本

意
暢

通
ノ

立
訃

念
仏
三

昧
ノ

之

名
→

　
　
　

　
　
　
　
（
『

浄
全
』

二

巻、

一

五
六

頁
）

と
し

て
、

定
心
を
最

勝
の

念
仏
と

し

て

い

る
。

ま
た

長

西
録
に
は

明
遍

の

著
作
と

し

て
、

『

往
生

論
五

念
門

略
作
法
』

一

巻
、

『

往
生
論
臨
終
五

念
門
行
儀
』

一

巻
、

『

往
生

論
五

念
門

略
論
』

一

巻
、

が

存
在
し
た
こ

と

が
記
さ

れ

て
い

る

が
（

『

日

仏
全
』

一

巻
、

三

四

四
頁）

、

こ

れ

ら
は
五

念
門

一 51一
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法
然
と

明

遍
の

念
仏
（

伊

　
藤
）

に
つ

い

て

の

書
物
で

あ

る
。

『

往
生
要

集
』

以

降
の

浄
土
教
が

、

観
察
重

視
の

五

念
門
に

そ
の

比
重
が

あ
る

こ

と

か

ら

し

て

も
、

明

遍

が

観
察
を

第
一

義
と

し
て

重

視
し
て

い

た

姿
勢
が

窺
わ

れ

る

で

あ

ろ

う
。

し

か

し
、

法
然
は

観
想
念
仏
に
つ

い

て
、

　
近

来
の

行
人
観
法
を
な

す
事
な
か
れ

。

仏

像
を

観
ず
と

も
、

運
慶
康
慶
が
つ

く

　

り
た

る

仏
ほ

ど
だ
に

も
、

観
じ

あ
ら
は

す
べ

か

ら

ず
。

極
楽
の

荘
厳
を
観
ず
と

　
も

、

桜

梅
桃
李
の

華
菓
ほ
ど

も
、

観
じ

あ
ら
は

さ
ん

事
か
た

か
る

べ

し
。

　
　
　
　

　
　
　

（

『

法
然
上

人
行
状
絵

図
』

二

一

巻
、

『

法
伝
全
』

一
一

四

頁
）

と

し
て

、

観

察
念

仏
に
つ

い

て

は
一

貫
し

て

否
定
し

た

立

場

を

と
っ

て

い

る
。

一

方
で
、

明

遍
は

心
を

散
ら
し
つ

つ

念
仏

す

る

機
根
を

、

鎮
西

ノ

本
光
房
奉
け

問
二

明
遍
．一［

云
ク

心
若

シ

散
漫

セ

ハ

其
ノ

時
ノ

称
名

ハ

非
眇

ハ

善
二

閑
財

ア

心
ヲ

後一一
可
け

ト

唱
フ

也
申

シ

候
ハ

如
何

力

可
コ

用
意
ス

候
覧
明
遍
答．

丁

云
ク

其
レ

ハ

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
イ
カ

ニ

モ

上
機
ニ

テ

ゾ
候

覧
如
葺

ノ

空

阿

弥
陀

仏
寸

下

機
ハ

心
ヲ

静
ム

ル

事
ハ

何
難
け

レ

ハ

叶
ヒ

念
珠

ノ

緒
ツ

ヨ

ク

シ

テ

不
レ

論
弐

乱

不
乱
→

ク
リ
居
コ

ソ

候
ヱ

心
ヲ

静
ン

時
ト

思
フ

ハ

堅
固

二

念
仏
申
サ
ン

者
ニ

テ
ソ

候
ハ

ン

ズ

ラ
ン

　
　

　
　
　
　

（
『

決
答
授

手
印
疑
問
鈔
』

下
、

『

浄
全』

一

〇

巻
、

四

九

頁）

心
を

し
ず
め

、

念
仏
を
唱

え

る

こ

と

が

出

来
る

の

を

上

機
と

し

て
、

そ

れ
が

出
来
ぬ

散
心
念
仏
の

機
根
を
下

根
下
機
と

し
て

、

観
察
念
仏
に

適

わ

ぬ

機
根
が
称
名
念
仏
を

唱
え
る

と
い

う
『

往
生
拾

因
』

に

み

ら

れ

た

念
仏
観
を
継
承
し

て

い

る
。

『

往
生
拾
因
』

は
、

院

政
期
浄
土

教
の

理

論

を
担

う
上

で

非
常
に

重

要
な
書
物
で

あ

る

が
、

法
然

の

曾
孫
弟
子
に

あ

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
な
な

お

　　

た

る

道
光
の

『

往
生

拾

因
私
記
』

に

は
、

「

伝
聞

黒
谷
不
レ

用
二

此

書
」

（

『

浄
全
』

一

五

巻
、

三

九

六
頁）

と

し

て
、

法
然
が
『

往
生

拾
因
』

に

は

全

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

5
）

く

関
心
を

示
さ
な
か
っ

た

事
が

記
さ

れ

て

い

る
。

両
者
の

念
仏
に
一

つ

の

隔
た

り
を
感
じ

さ
せ

る

も
の

で

あ
ろ

う
。

（

二
）

本
願
論

　

善
導
・

法
然
流
の

浄
土

教
の

本
願
と

さ
れ
る

の

は
、

『

無
量
寿
経
』

第

十
八

願

文
に

あ
る

。

本
願
と

は
、

阿
弥
陀

仏
が

菩
薩
で

あ
る

時
代
に

立

て

た

誓
願
の

別
願
で

あ

り
、

善

導
の

解
釈
に

よ

り
、

十
念
の

念
を

称
と

し
、

称
我
名

号
と

し

て

南
無
阿
弥
陀
仏
と

唱
え
る

事
こ

そ

が

往
生

行
の

生

因
と

す
る

。

す
な
わ

ち
そ
の

主

旨
は

、

「

然
レ

バ

則
弥
陀
如
来
法
蔵
比

丘

之

昔
シ

被
レ

催
罪

平

等
ノ

慈
悲

韮
日

為
に

摂
ー

ン

カ

於
一

切
→

不
下

以
二

造
像
起

塔

等
ノ

諸
行
→

為
噌

マ

ハ

往
生

ノ

本
願
卦

唯
以
二

称
名
念
仏

ノ

一

行
づ

為
諺

ヘ

ル

其
本

願
外

也
」

（

『

選

択
集
』

、

『

昭
法
全
』

三

二

〇

頁）

と

し

て
、

称

名
念
仏
の
一

行
、

す
な
わ

ち

誓
願
の

十
八

願
を
も
っ

て

本
願
と

な

す
の

で

あ
る

。

一

方
で

明
遍
の

本
願
論

、

こ

と

に

三

願
に
つ

い

て

の

解
釈
は

少
し

異

な
っ

て

い

る
。

又
或
人
、

問
＝

明
遍
僧
都一

云、

十
九
、

二

十
の

願
の

正

し

き

其
の

体
い

か
ん

と
、

答
云

、

十
九
は

来
迎

、

二

十
は

過
遂
の

願
也

、

十
八

、

十
九

、

二

十
の

三

種
の

願
、

倶
に
一

人
の

上
に

具
す
べ

き
也

。

お
ほ

よ

そ、

十
八

の

生
因
左
右
に

あ
た
は

ず
と

雖
も、

十
九
の

願
こ

と

に

大
切
也

、

正
し

く
往
生
の

機
に

相
応

す

る

こ

と
は

、

い

か
に

も
仏

身
を

拝
見
せ

ん

時、

円
満
す
べ

き
也

、

然
れ

ば
思

を

宝
所
に

か

け
て
、

是
を

称
念
す
る

に、

十

九
は

即
来
迎

に

あ
つ

か

る

な
り
。

二

十
の

願
ま
た

以
て

殊
勝
也

、

我
等
が
ふ
か

く
頼
む

所、

只
こ

の

願
也

。

ゆ
へ

い

か
ん
と

な

れ
ば、

此

願
の

意
は、

い

か
に

も
往
生
を

心
に
か

け
て、

弥
陀
に
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帰
し
つ

る

も
の

は
、

あ
さ

き
も
深
き
も

、

順
次
多
生

に
、

皆
其
の

の

ぞ
み
を

成

ず
る

な
り

、

お

ほ

よ

そ
、

三

種
の

願、

利
益
い

つ

れ

も

く、
お

ろ

か

な

ら

ず
、

皆
以

殊
勝
也

　
　
　
　
　
　
（

『

広
義
瑞
決

集
』

三

師
講
説
発
刊
所

、

一

九
一

四

年、

九
頁
）

浄
土

教
者
に

お

い

て
、

十
九

、

二

十
の

願
は

、

来
迎

願
（
十
九
願
）

、

過

遂
願
（
二

十
願）

と

し

て

重
視
さ

れ
る

が
、

明

遍
は
十
八

、

十
九

願
、

二

十

願

と

も

に
一

人

の

う
ち
に

具
わ

る

と

い

う
。

十

九

願
に

つ

い

て

は

極
楽

の

宝

所
に

心
を

か

け
つ

つ

称
名

念
仏

を

修
し

て

来
迎

に

あ

ず
か

る

と

し
、

二

十
願
に
つ

い

て

は

順
次
で

往
生
を

遂
げ
な
け
れ
ば

多
生
に

そ
の

望
み

を

遂
げ
る

と

す
る

。

す
な
わ

ち
三

生

過
遂
願
で

あ

る
。

明
遍
の

三

願
論
は

、

前

代
の

浄
土

教
者
の

三

願

論
を

基
本
的
に

継
承
し

て

い

る
と

い

え
る

が
、

興
味
深
い

の

は
、

良
忠
の

『

東

宗
要
』

に
、

「

縦
ヒ

雖
レ

非
訃

順

次，
〜

多
生

ノ

往
生

モ

亦
非
叶

ハ

可

躄

不
匝

期
セ

所
詮

ハ

深
ク

憑
⊃

ト
へ

第
二

十
ノ

願
ヨ

」

〔
『

浄
全
』

一
一

巻、

七

七

頁
）

と

み

え

る

よ

う
に

、

二

十

願
を

重
視

す
る
こ

と
で

あ
る

。

大
西

磨
希
子

氏
は

、

明
遍

遺
品
と

さ
れ
る

蓮
華
三

昧
院
の

阿
弥
陀
三

尊
像
は

、

二

＋
願
に

基
づ

い

て

塗
に

往

発
た

際

に

目

に

す
る

光
景
を

あ
ら

わ

し

た

も
の

で

あ
る

と

指
摘

さ

れ

た

が
、

そ

も

そ
も
二

十
願
の

願
意
は

「

聞
コ

我

名
号
→

係
茸

念
ヲ

我
力

国
く

植
ユ

諸
ノ

徳

本
ご
（

『

浄
全
』

一

巻
、

八

頁）

と

し
て

、

我
が

国
に

想
い

を

懸

け
11

観
察

念
仏

、

様
々

な
徳
本
を

植
え
る

11

諸
行
往
生

を

意

味
す
る

。

珍
海
は
『

決

定
往
生

集
』

に

お
い

て
、

「

順
駆

ト

本
願
略

者
四

十
八

願
ノ

中
云

聞
我

名
号

係
念
我
国
云
云
今
云
称
名

ハ

実
二

是
レ

正

中
之
正

也
」

（

『

決

定
往
生

集
』

、

『

浄

法
然
と

明
遍
の

念
仏
（

伊

　
藤）

全
』

一

五

巻
、

四
九

〇

頁
）

と

本
願
は

第
二

十
願
に

基
づ

く
こ

と

を
主

張
す

る

よ

う
に

、

南
都
浄

土

教
は

観

察
念
仏
・

諸
行
往
生
を

軸
と

す
る

念
仏

で

あ
る

。

明
遍
念
仏

の

基
本

的

な

姿
勢
は

、

二

十
願
重
視
に

あ
り

、

観

察
の

重
視

、

諸
行
往
生
に

比

重
が

あ
る

。

こ

こ

に

は
、

法
然
が

　
ね

ん
ぶ

つ

の

ほ

か
の
一

切
の

行
は

、

こ

れ

弥

陀
の

本
願
に

あ
ら

ざ
る

が

ゆ
へ

　
に
、

た

と
ひ

目

出
た
き

行
な

り
と
い

へ

ど

も
、

念
仏
に
は

を
よ

ば
ざ
る

な

り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

『

法
伝
全
』

一

五

三

頁
）

と
、

十
八

願
を

王

本
願

と

し

て
、

称
名
念
仏
を

唯
一

の

往
生

行
の

正

因

と

し
た

「

選
択

本
願
」

説
と

は
、

明
白
な
隔
た

り
が

認
め

ら

れ

る
の

で

あ
る

。

三

　
重

源
を
め

ぐ
る

法
然
・

明
遍

　

最
後
に

、

法
然
・

明
遍
を

め

ぐ
る

両
者
の

立

場
を
み

た

い

と

思
う

。

法

然
・

明
遍
の

活

動
期
は

、

時
期
的
に

重
源
が

東
大

寺
復
興

期
（

＝

八
一

〜

一

二

〇
三）

に

該
当
し
て

い

る
。

重
源
は

全
国
に

お

い

て

七
つ

の

別
所
を

作
り

、

こ

こ

を

拠

点
と

し

て

不
断
高
声
念
仏
を

行
っ

て

い

た
。

別

所
に

お
い

て

は
、

湯
屋
を
お
い

て

施
浴
を

施
し

、

労
働

者
の

慰
労
や

近
隣

住

民
の

結
縁
を

結
ん

だ
。

ま
た

三

角
五

輪
塔
を

設
置
し

、

こ

こ

に

舎
利
を

奉
納
し

、

丈
六

の

阿
弥
陀
如

来
坐

像
を

安
置
し
た

。

重

源
の

念

仏
淋
”）

舎
利
信
仰
や

施
浴
行
と

い

う
聖

道
門

的
な

色

彩
の

強
い

念
仏

観
に

立

脚

し

て

い

る

が
、

こ

れ
ら

は
、

明
遍
の

念
仏

観
に

極
め

て

合
致
し

た

も
の

で

あ
る

。

重
源
の

不
断
念
仏
は

、

地
域
住
民
の

結
縁
を

促
す
大
念

仏
（

融
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法
然
と
明
遍
の

念
仏
（
伊
　
藤
）

通
念
仏）

で

あ
る

が
、

明
遍
は
『

九

巻
伝
』

（
「

法
伝
全
』

三

七
八

頁）

に

木

を
持
っ

て

念
珠
を
振

り
回
す
と
い

う、

従
来
の

百
万
遍
念

仏

の

易
行
化

を

促
進
し

た

「

ふ

り
ふ

り
百

万
遍
」

を

考
案
し

た

と
い

う
。

ま
た

先
に

見
た
よ

う
に

、

明
遍
は
舎
利
信
仰
も
抱
い

て

い

る
。

重
源
の

別
所
に
お

け

る

念
仏
は

明
遍
の

念
仏
と

変
わ

る

こ

と

は

な
い

。

空

阿

弥
陀
仏
と
い

う
阿

弥
陀
仏
号
の

保
持
は

、

重
源
の

阿

弥
陀

仏
号
で

あ
り

、

明
遍
の

念

仏
は

、

重
源
の

勧
進
活
動
に

リ
ン

ク

し

た

も
の

で

あ
っ

た

と
い

え

よ

う
。

　
一

方
で

、

法
然
は

大
仏

殿
再
建
途
上

の

東
大
寺
で

、

重
源
の

依
頼
を

受
け

浄
土

三

部

経
を

講
説
し

た

が
、

現
存
す
る

講
義
録
で

あ
る

『

三

部

経
釈
』

に
は

、

「

今
或
上
人

、

天

王
寺
等
処
処

謗
二

此
念
仏
三

昧
一

云
々
」

（

「

阿
弥
陀
経
釈
」

「

昭

法
全
』

一

四
四

頁）

と
い

う
よ

う
に

、

辛
辣
な

批

判
が

あ
っ

た

こ

と

が

み

え
て

い

る
。

こ

こ

に

は
、

双

方
の

念
仏

観
の

相
違
が

浮
き
彫
り
に

さ

れ

て

い

る
。

法
然

と
明
遍
の

念
仏
観
は

、

根
本

的
な

相

違
が

あ
る

と
い

わ

ざ
る

を

え
な
い

の

で

あ
る

。

ま
と
め

　

法
然
・

明
遍
の

念
仏
に

つ

い

て

は
、

五

つ

の

相
違
が

認
め

ら

れ

る
。

そ

れ
は

明
遍

か

ら
み

れ
ば

、

 
観
察
念
仏
重
視

、

 
諸
行
往
生
の

肯
定

、

 
数

量

念

仏
の

奨

励
、

 
祈

薦
念
仏

、

 
二

十

願
を

軸
と

し

た

本
願

論
、

と

い

う
五

点
に

あ
ろ

う
。

ほ

か

に

も
相
違

点
は

存
在

す
る
で

あ
ろ

う
が

、

こ

こ

に

は

鮮
や

か

な
対
比
が
み

え
て

い

る
。

明
遍
の

念
仏

観
が

南

都
浄
土

教
の

系
譜
を

継
承

す
る

の

に

対
し

て
、

法
然
の

「

選
択
」

思

想
は

、

革
新
的
な

側

面
を
抱
い

て

い

た

こ

と

は

疑
い

な
い

。

そ

の
一

方

で
、

双
方
の

念
仏

観
に

共
通

す
る

の

は
、

心
乱

れ

た

状
態
で

声
を
出
し

念
仏
す
る

と
い

う
「

散
心
念
仏
」

、

す
な
わ

ち
罪
悪

生
死
の

凡
夫
が

念
仏

を

唱
え
れ

ば

往
生

す
る

と
い

う
善
導
の

「

本

願
念

仏
」

で

あ
る

。

両
者

の

念
仏

観
は

、

善
導
念
仏
の

受

容
と
い

う
側

面
で

は
、

共
有
し

た

念
仏

が

み

え
て

い

る
の

で

あ
る

。

法
然
・

明
遍
の

念
仏
は

、

そ
の

本

質
を

見

失
っ

て

は

い

け

な
い

の

で

あ
る

。

1
　
明
遍
が

法
然
と

影
響
を

受
け
た
と

す
る

考
察
は

、

大
谷
一

九

六
一
、

那
須

　
二

〇

〇

七
、

西

村
二

〇

＝
二

。

大
谷
氏
は

、

明
遍

は

法
然
と
の

出
会
い

以

　
後、

そ

れ
ま
で

の

顕
密
諸
行
を

捨
て

て

法
然

流
念
仏
に

帰
入
し

た
こ

と

を
強

　
調
さ
れ
る

。

以

降
の

論
考
は
、

基
本
的
に
大
谷
説
を

継
承
し
て

い

る
。

な
お

　
名
畑
】

九
二

〇、

關
一

九
九

四
は

法
然
・

明

遍
に
は

相
違
が

あ
る
こ

と
を

強

　
調

し
て

い

る
。

2
　
田
中
一

九
七

四
。

3
　

濱
田
一

九

六
五

。

4
　
『

昭
法
全
』

六
九
二

頁
。

5

拙
稿
二

〇

＝
。

6
　
大

西
二

〇
〇
七

。

7
　
石
田
一

九
五
九

。

〈
参
考
文
献
V

名
畑
應
順

「

明
遍
僧

都
の

研
究
」

（

『

仏
教

研
究
』

第
】

巻
第
三

号、

一

九
二

〇

　
年

、

五

二

六

−
五

六
二

頁）

石
田

尚
豊
「

重
源
と
法
然
」

（

『

日

本
仏
教
』

第
四

号、

一

九
五

九

年、

三

〇

1
一 54　一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

　
三

八

頁）

大
谷

旭
雄
「

散
心
問

答
と

明
遍
」

（

『

法
然

浄
土

教
と

そ
の

周
辺
』

乾、

山
喜
房

　
仏

書
林、

二

QO

七

年、

二

五

九

−
二

七
三

頁
、

初
出
一

九

六
一

年）

濱
田

隆
「

蓮
華
三

昧
院
伝
来
阿
弥
陀
三

尊
像
と
明
遍
を
め

ぐ
る

浄
土
教
」

（

『

仏

　
教

芸
術
』

五
七

号
、

　一

九
六
五

年
、

八

九

−
一

〇
一

頁）

田

中
塊
堂

＝

行
一

筆
勧
進
心
経
・

阿
弥

陀
経
に

就
い

て
」

（

『
日

本
文
化
と

浄

　
土

教
論
攷
』

井
川
博
士
喜
寿
記
念
会
出
版
部

、

一

九
七

四

年
、

四
一

七

ー

　
四
三

〇

頁
）

青
木
淳
「

空

阿
弥
陀
仏

明
遍
の

研
究
m

ー
中
世
高
野
山
に

お
け
る

結
衆
と

そ

　
の

背
景

−
」

（
『

印
度
学
仏
教
学
研

究
』

第
四

二

巻
第
二

号
、

一

九

九

四

　
年

、

六
七

七
−
六

七
九

頁）

關
恒
明
「

明
遍
に

つ

い

て

の

一

考
察
」

（
『

大
正

大

学
大
学
院
研
究
論
集
』

第

　
一

八

号、

一

九
九

四

年
、

一

＝
ニ

ー
一

二

八

頁）

大
西

磨
希
子
「

蓮

華
三

昧
院
阿
弥
陀
三

尊
像
の

研
究

ー
主

題
の

検
討
を

中

心

　
に

ー
」

（
『

西
方
浄
土

変
の

研
究
』

第
二

部
第
一

章、

中
央
公
論

美
術
出

　
版

、

二

〇

〇
七

年
、

二

〇
五

−
二

四

二

頁
、

初
出
一

九

九
七

年）

那

須
一

雄
「

蓮
華
谷
明
遍
の

浄
土

教
思
想
」

（

『

印
度
学
仏

教
学
研
究
』

第
五

六

　
巻
第
一

号
、

二

〇

〇
七

年、

二

八

ー
三

四

頁
）

伊

藤
茂

樹
「

法
然
と

東
大

寺

勧
進

−
数

量

念

仏
を

中
心
と

し

て

ー
」

　
（

『

八

百

年
遠
忌

記
念
法
然
上

人
研
究
論
文
集
』

知
恩
院

浄
土
宗
学
研
究
所、

　
二

〇
一
一

年、

一

九
三

−
二
一

八

頁
）

西

村
慶
哉
「

明
遍

教
学
の

研
究
」

（

『

龍
谷
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
紀
要
』

第

　
三

五

集、

二

〇
】

三

年
、

一

二

八

−
一

四
一

頁）

〈

キ
ー
ワ

ー

ド
〉

　
法
然、

明
遍

、

重

源
、

本
願

、

観
察
念
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

知
恩
院
浄
土

宗
学
研
究
所
研
究
員
）

　
　

法
然
と

明
遍
の

念
仏

（

伊
　
藤
）

　
　
　

新
刊
紹
介

蓑
輪

顕
量

著

日

本
仏
教
史

四
六

版
・

二

七

四

頁
・

本
体
価
格
二

、

四
〇

〇

円

　
　
　
　
　
　
　
　

春
秋
社
・

二

〇
一

五

年
六

月
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